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２㹁㸯㸵 

≧ἣᇶ┙䜰プ䝻ー䝏䛻䜘䜛᪂㢳ᐈの発ぢ ➨䠎ሗ 

 

 （ーデン࢞ンࣙࢩー࣋大すຬ㸦株ᘧ会社イノۑ

 
1. はじめに 

➨㸯報で㏙たዴく、ࣄトやࣔノが短時間でグローバルに動く時代にはᢏ⾡が同㉁化しやすく、

業ഃのᕪ別化ᡓ␎が㞴しくなる。 㢳ᐈഃから見れࡤ、ఝたようなものࡤかりで、㨩ຊを感じないၟ

ရࢧーࣅスが多いという状ἣになってきている。㏆年、この「コࣔディティー化」が㢧ⴭであり、そ

れから⬺する「⬺コࣔディティー化」が研究㛤発上の大きな課題になっている。  

その⟅えの一つとして、発⾲者は「状ἣ基┙アプローチによる新㢳ᐈの発見」㸦㸯）をᥦしてい

る。ඖ来業務用として㛤発された」写機がそのᚋᐙᗞ用としてᬑཬした、௵ኳᇽ㹕㹧㹧が、ࢽ࣐ア向

けࣅデࢤ࢜ー࣒から࣑ࣇリー向けとして㛤発されて大ᡂຌした、などがそのである。これらは、

᪤Ꮡの業務用、ࢽ࣐ア向けのᢏ⾡を用㏵㛤発したのではなく、ᐙᗞでやりたい、࣑ࣇリーでやりた

いとの㢳ᐈの状ἣ㸦コンテキスト）をඛྲྀりして新㢳ᐈを発見し、ᢏ⾡を新㢳ᐈ用に㌿したもので

ある。㢳ᐈが主で、ᢏ⾡はᚑであり、➨㸯報で「用㏵㛤発ではなく用ே㛤発」㸦㸯）と㏙たのは、

このことである。ࢧーࣅスが「㢳ᐈのၥ題に対するゎỴ策としてᥦ౪される一連の行Ⅽ」「㢳ᐈに࣋

ネࣇィットを与える行Ⅽ」㸦㸰）などと定⩏されるものであるならࡤ、㢳ᐈの状ἣを基┙とするアプ

ローチにࢧーࣅスもྵまれてくると考えられる。 

 このように「用㏵㛤発ではなく、用ே㛤発」のは௨๓から多くあったが、この重要さを理論的、

ᐇド的に㩭やかにㄝ明したのが、クリステンセン㸦㸱）である。しかし、そのᐇ㊶的発見法は未だ㏵

上である。そこで発⾲ㅮ₇者は⊂自の発見法として「状ἣ基┙アプローチによる新㢳ᐈの発見」をᥦ

しているのである。➨㸯報は⥲ⰼ的であったので、ここではᐇに༶してその方法を㏙る。 

 

㸰. 新㢳ᐈの発見法 

㸰－㸯 事 

特㛤 2008-196254   

     「日よけ、ᨺ⇕ჾ、およࡧこれらの〇造方法」 

    ி㒔大学 㓇井ᩄ、❧ᮌ秀ᶞ 
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事の日㝖けは、新なアイデア、精ᐦな計⟬に基づいた工学的にඃれたᥦであると考えられる。 

しかし「日㝖け」はいࢃゆるコࣔディティー化したၟရであり、ᢏ⾡的なඃ秀さだけでၟရᕪ別化を

はかることはᅔ㞴である。そこで状ἣ౫Ꮡ的に新㢳ᐈを発見するᚲ要が生じる。 

  

㸰－㸰 発見法の基♏ 

ゝ語、行動のᴫ念はඖ来、㝵ᒙ的な構造を᭷している。えࡤ「くう」なるゝ語はḟのような㝵ᒙネ

ットワークからなっている㸦㸲）。 

“くう”の解㔘ྍ⬟性をỴ定䛩るពフレー䝮の㝵ᒙネ䝑トワーク

⊋が子⨺をく䛳た ᤕ食 䝠ト以እのື物のຍᐖ

ス䝈メバチの⩌れが人をく䛳た 自⾨的ᨷᧁ（非ᤕ食）

䝃ルの⩌れがูの⩌れをく䛳た 䝘ワバ䝸தい

組ဨがᩛᑐ䛩る組長をく䛳た Ṋ力ᢠத（ໃ力தい） 䝠トの䝠ト䜈のຍᐖ

資源のஈしいᅜが㞄ᅜをく䛳た ␎

そ㠃の⏨が㖟⾜をく䛳た 資源強ዣ

㏻り㨱がᑠᏛ生をく䛳た ᙅ⪅ᚅ

ストー䜹ーがⱝいዪ性をく䛳た 強ጮ

ᭀ㉮トラ䝑クが子౪をく䛳た ៖のᨾ

㧗ἼがᾏỈᾎᐈをく䛳た 自然⅏ᐖのⓎ生（ᑠ） 自然⅏ᐖ

ᆅ㟈がᮾிをく䛳た 自然⅏ᐖのⓎ生（大）

䝨ストが䛭の⏫をく䛳た 

大ᆺのἣが䛭のᅜをく䛳た 社会的⅏ᐖ（大） 社会⅏ᐖ

資金㊊が䛭の会社をく䛳た 社会的⅏ᐖ（ᑠ）

⫵⒴がാき┒りのᙼをく䛳た Ⓨ（非୍時的） Ⓨ（㌟యの␗常） 心㌟␗常

②ᨥがᝈ⪅をく䛳た Ⓨ（୍時的）

無力感がᙼをく䛳た Ⓨ ᛌ感 ୍時的心㌟の␗常

安がᙼをく䛳た ᛌ感

㯮⏣⯟（２䠌䠌５） ពフレー䝮にᇶ䛵くᴫᛕ分ᯒのᑕ⛬

 

ここでは対象になっていないが、「そ㠃の⏨が㖟行をくった」の๓ẁ㝵も㝵ᒙ的であり、「ໟを㈙

った」などが考えられる。このようにゝ語、行動の㝵ᒙ構造を用してୗᒙのලయ的なᴫ念から上ᒙ

の抽象的ᴫ念展㛤して、日まで考えていなかった上ᒙの意役を発見し、ୗᒙのලయ的行動と

 。㢳ᐈ行動であるࡕここでの行動が༶、ࡤこれが本発見法の原理である。ၟရ㛤発的にゝえ、ࡄ⧄
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㸰－㸱 ᐇ 

ᚲずしも上グのネットワークのようにすての状ἣを⥙⨶するᚲ要はなく、ၟရ㛤発者およࡧ௬㢳

ᐈの状ἣに౫Ꮡして展㛤すれࡤ十分である。「日を㝖ける」の⡆␎展㛤を♧す。 

健康

⾜ື

ᢳ㇟的

ලయ的
ᮌ㝜᪥ച、䝃ン䜾ラス

ၟရ価値ಖㆤ

᪥ᕪしを㝖䛡る

ᅗ２ 「᪥ᕪしを㝖䛡る」の㝵ᒙᒎ㛤（㒊分）

コンテクスト

⨾ᐜ

䜸ーニン䜾

 

ート等のコࣔデティティ化エクステリアを、ᗣ、⨾容、ၟရ価್保ㆤЍ日ᕪし࣏ング、カーࢽー࢜

を㑊けるЍᮌ㝜の意役で⬺コࣔディティー化をᅗった。 㢳ᐈの状ἣ㸦コンテキスト）に「日ᕪ

しを㑊ける」にຍえて、ᮌ㝜のこもれࡧ、㢼通しがあったのである。発⾲ㅮ₇時にᐇを写┿で♧

す。 

 

㸱. おࢃりに 

状ἣに౫Ꮡして本がᯖの意役を持つことがある。このようにコࣔディティー化したၟရでも本来

の意役から㣕㌍した別の意役を₯ᅾ的に持っている。㢳ᐈの状ἣ㸦コンテキスト）に基┙を

おいて、それらを発見することが⬺コࣔディティーの一つの㐨である。 

 

 

文献 

㸦㸯） 研究・ᢏ⾡計画学会 ➨㸰㸴ᅇ年ḟ学⾡大会㸦㸰㸮㸯㸯） 

㸦㸰） 高ᮌ 「ࢧーࣅス科学㸸理論とᐇ㊶」㸦㸰㸮㸮㸷） 

㸦㸱）  

・ 7KH ,QQRYDWRU
V 'LOHPPD� 7KH 5HYROXWLRQDU\ %RRN WKDW :LOO &KDQJH WKH :D\ <RX 'R %XVLQHVV   
&OD\WRQ 0� &KULVWHQVHQ �$XWKRU�  ���� 

・ 7KH ,QQRYDWRU
V 6ROXWLRQ� &UHDWLQJ DQG 6XVWDLQLQJ 6XFFHVVIXO *URZWK >+DUGFRYHU@ 
&OD\WRQ 0� &KULVWHQVHQ �$XWKRU�� 0LFKDHO (� 5D\QRU�$XWKRU�  ���� 

・  6HHLQJ :KDW
V 1H[W� 8VLQJ 7KHRULHV RI ,QQRYDWLRQ WR 3UHGLFW ,QGXVWU\ &KDQJH >+DUGFRYHU@ 
&OD\WRQ 0� &KULVWHQVHQ�$XWKRU�� (ULN $� 5RWK �$XWKRU�� 6FRWW '� $QWKRQ\ �$XWKRU�  ���� 
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